
－
特
集
町
内
ビ
ッ
グ
ボ
業

2
p

こ
こ
ま
で
進
ん
で
い
ま
す

－
ふ
く
し
の
窓

4
P

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
動

－
く
ら
し
の
情
報
本
．

円。

P

消
袋
行
コ
ー
ナ
ー
／
6
川
の
け
ん
こ
う

－
ト
ピ
ッ
ク
ス

8
p

ま
ち
の
う
ご
き

－
あ
な
た
の
本
桁

制豆
10 
p 

n83-1100（内線17)広報係ホットライン昭和60~手 6 月 1 日防358［寸 計18.663(-28) 

ぐぞきLJ 
4 五ゐ

女9.861(-14) 

彦氏

救急医薬品

－ 

． ． ． ． ． 
‘ ・．・...-0 --

男8.802（ー14)

13& 

預金通帳
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〔5月1臼現在の人口〕
世平等数 5.063(+ 10) 
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一懐中電灯
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非常食

水筒
• " ...‘ 汁

一
怜
に
間

タス

赤ちゃん用ミルク

予備の乾電池

とカンキリ

て

d

I
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ク
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ツ
シ
」
ユ

S
A
B
H
ソ
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ひ
お

巳
ローソク
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朝i日空TII割弱三長乏季ヨヨ妻護妻整

現
在
、
朝
日
町
内
で
は
、
高

速
道
路
や
小
川
ダ
ム
な
ど
、
い

く
つ
か
の
ビ
ッ
グ
な
建
設
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
私
た
ち
の
生
活
に

密
着
し
た
事
業
で
す
が
、
現
在

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
い
が

い
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
月
は
、
着
々
と
進
ん
で
い

る
各
種
の
事
業
の
中
で
、
主
な

も
の
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

朝
日
小
川
ダ
ム
は
、
朝
日
小
川
総

合
開
発
事
業
の
一
環
と
し
て
、
朝
日

町

・
入
善
町
の
洪
水
被
害
を
防
止
す

る
こ
と
と
併
せ
て
、
小
川
沿
路
地
械

の
か
ん
が
い
川
水
の
補
給
と
芝
、口
8

キ
ロ
…
の
発
屯
を
行
う
多
目
的
ダ
ム

で
す
ω

ダ
ム
は
、
小
川
山
回
以
厄
ぬ
の

ド
比
約
二
例
F

こ
じ
地
点
に
佳
品
さ
れ
、

． .... 
......’ 

!ti 

ムF’γγ
v” 

同
津
川
内
い川
、
間
流
師
以
HK

・・さ
い川
、
総
貯

水
谷
髭
五
二
八
万
立
万
い
け
の
吸
力
パ
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
す
む

工
事
は
、
昭
初
日
年
4
川
に
お
手

し
、
開
明
ゎ
批
ま
で
ぶ
休
の
制
削
や
法
面

川
休
滋
工
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
特

に
、
付
け
伴
え
以
道
は
下
流
の
取
り

付
け
部
か
ら
ダ
ム
サ
イ
ト
ま
て
の
問

、－ハ
．J
じ
が
完
成
し
、
今
年
小
に
は
開

通
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
お
億
円
で
本
体
工
事

や
ダ
ム
サ
イ
ト
か
ら
小
川
沿
泉
ま
で

の
道
路
工
事
等
を
行
い
ま
す
。

自

北
陸
自
動
車
道
は
、
新
潟
県
民
…
崎

町
（
新
潟
市
と
隣
接
）
を
起
点
と
し
、

滋
釘
県
米
原
町
で
名
神
高
速
道
路
に

接
続
す
る
延
長
四
万
キ
U

H

q

の
高
速

道
路
で
す
。

こ
の
う
ち
す
て
に
、
朝

日
I
C
1
米
原
J
C
T
問
と
黒
崎
I

C
i
上
位
I
C
間
の

思
二
キ
ロ

幻
は

開
通
し
、
銭
す
と
ニ
ろ
制
H
I
c
－

上
越
I
C
聞
の
じ
四
キ
ロ

μ
だ
け
と
な

り
、
日
年
度
の
開
通
を
目
指
し
急
ピ

γ
チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

朝
日
町
内
で
は
、
出
ト
ン
ネ
ル
（
上

積
足
i
笹
川
間
三
行
乙

の

工

事
が

進
め
・句
れ
、
泊
側
か
ら

一三一九
υ
川
、
笹

川
側
か
ら

警
一宮一
じ
｛
水
抜
き
先
進
噂

坑
）
が
織
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

械
山
ト
ン
ネ
ル
（一
、
圭
行
二
、
明
石
ト

ン
ネ
ル
、
宮
崎
ト
ン
ネ
ル
、
浜
山
ト

シ
ネ
ル
は
、
今
年
中
に
着
手
し
、
境

ト

ン
ネ
ル
（
二
、
J
－い
い
）
は
、
文
化
財

調
伐
の
関
係
か
ら
約
1
%
の
進
ち
よ

く
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

朝
日
町
以
外

で
は
、
市
桜
ト
ン
、
不

ル
（担
、
三
八
い
こ
が
き
J
u、
崎
明
不
知

ト
ン
ネ
ル
（
工
、
と
八万
二い
か
一、
S
D
M川
進

ん
で
お
り
、
朝
日
1
上
紙
間
全
体
で

約
却
%
の
進
ち
よ
く
準
で
す
。

現
寸
忙
の
笹
川
ト
ン
ネ
ル
は
、
在
約

円

O
F
O
η
I
ι

－
朝
日
町
内
の
ビ
ッ
グ
事
業
＠

...朝日小川ダム完成予想図

化
が
答
し
い
う
え
炊
く
、
市
平
の
大
問

化
に
対
応
で
き
ず
、
自
転
車
や
歩
行

者
の
安
全
を
図
る
た
め
、
現
ト
ン
ネ

ル
の
南
約

き
つ

μ
の
地
点
を
坑
口
と

し
て
新
卜
ン
、
不
ル
が
掘
ら
れ
て
い
ま

す
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
上
部
半
断

面
先
進
工
法
と
い
う
ト
ン
、
不
ル
の
上

部
半
分
を
完
成
さ
せ
な
が
ら
進
む
工

法
が
係
用
さ
れ
、
昭
和
町
年
に
泊
側

か
ら
着
手
し
、

こ
の

4
月
に
笹
川
抗

日
ま
で
の
上
部
が
完
成
し
ま
し
た
。

現
伝
は
下
部
断
面
に
取
り
か
か
っ
て
お

り
、
今
年
度
内
に
完
成
す
る
予
定
。

広
滅
基
幹
林
道
烏
帽
子
山
線
は
、

烏
帽
子
山
の
山
腹
を
償
断
し
て
、
笹

川
と
大
平
を
結
ぶ
延
長
一閥
、
一五
ロ
υ
川の

林
道
で
す
。
計
年
の
叩
月
に
笹
川
大

海
谷
川
側
か
ら
着
．
よ
し
、
現
仕
笹
川

側
－－、四八四
υ
川
、大
平
側

歪一
υ川
進
ん
で

い
ま
す
。
今
年
度
に
は
さ
ら
に
、
笹

川
側
か
ら
一、
一C
D
υ
川
、
大
平
側
か
ら
き
D

U
桜
度
進
む
見
込
み
で
す
。

言

景速の山滅レ’』線山子帽鳥道林
齢
計基A
 

い
MF
L

広
域
営
農
団
地
農
道
（
通
称
ス
ー

パ
ー
農
道
）
は
、

各
営
農
団
地
を
結

ぶ
幅
員
千
五
い
川
の
基
幹
道
路
で
す
。

新
川
地
区
の
延
長
は
、
朝
日
町
道

下
地
内
の
国
道
8
号
線
か
ら
山
崎
地

内
を
絞
て
滑
川
市
に
至
る
＝一恵
・四
キ
ロ

じ
で
す
が
、
こ
の
う
ち
当
町
山
崎
の

殿
町
1
花
房
聞
を
は
じ
め
一六
・五
キ
ロ

じ
が
開
通
し
て
い
ま
す
。
朝
臼
町
地

内
で
は
、
南
保
地
内
で
改
良
工
事
が

行
わ
れ
て
お
り
、
昭
和
田
年
度
ま
で

に
約
一、き
ロ

υが
完
了
し
て
い
ま
す
。

・
昭
和
的
年
6
月
号
＠



思
い
や
り
を
実
行
し
よ
う

包足R
00号
⑩~ 

るそ
怠る
ヨ弱
~~ 
＠電

あ
な
た
の
手
を

ー、、、九九『＿，，，

一
「
明
カ
ン
紛
い
に
行
勺
て
き
ま
す
の」

と－
一け
う
と
、

Mm
川
り
に
ー
そ
の
供
カ
ン
．

一
大
人
の
人
た
ち
が
ほ
と
ん
ど
総
て
る

一
が
仁
、

f
供
が
品
川
う
が
け
」
と
聞
か

－
れ
そ
れ
も
そ
・
7
だ
な
と
思
い
ま
し

た
句
自
払
た
ら
川
山
児
俊
ク
ラ
ブ
は
‘

：
均
年
l
M
H円
山
の

3
つ
の
道
路
で
、

－
み
ん
な
で
予
・
分
け
を
し
て
、
泊
ぞ
い

に
あ
る
雫
カ
ン
を
品
川
い
ま
す
ω

こ
れ

も
が
仕
的
動
で
す
か
ら
．
終
わ

勺
た

あ
と
は
と
て
む
す

勺
き
り
し
ま
す
。

と
く
に
そ
の
日
の
あ
と
に
ま
た
決
ち

た
り
し
て
い
る
と
叫
に
き
ま
す
，

と
こ
ろ
で
大
人
は
き
ち
ん
と
ま
カ

ン
を
処
均
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

一大
人
ぱ
か
サ
で
は
あ
リ
ま
せ
ん
ら
子

空
カ
ン
拾
い ...老人＊ーム入居者の也箇をするボランティ戸

あ
な
た
の
足
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
熊
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
．

あ
な
た
に
も
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

い
た
わ
り
合

う
と
い
う
行
い

は
、
人
間
と
し

て
ご
く
自
然
な

感
情
で
す
。

ま
た
、
少
し

で
も
内
分
と
自

分
の
生
活
し
て

い
る
社
会
を
、

よ
り
想
か
に
し

て
い
こ
う
と
い

う
巡
帯
感
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
心
で
す
。

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
な
に
げ

な
く
実
行
し
て
い
る
こ
と
を
さ
ら
に

仲
間
と
協
力
し
合
っ
て
鎗
を
広
げ
、

社
会
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
、
そ
し

て
そ
の
活
動
を
通
じ
て
自
分
白
身
を

も
高
め
て
い
く
こ
と
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
治
動
で
す
。

朝
日
町
で
は
、
い
ま
ロ
の
グ
ル
ー

プ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登

録
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
活
路
し
て
い
ま

す
。
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
こ
う
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
選
し、

心
の
ふ
れ
あ
う
明
る
い
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
を
自
衛
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場

地
借
唱
で
社
会
福
祉
鎗
置
で
独

’

り
ぐ
ら
し
老
人
、
寝
た
き
り
老
人
に
、

在
宅
の
心
身
障
審
者
に
、
子
供
の
健

全
育
成
の
た
め
に
、
そ
の
ほ
か
に
も

身
近
な
と
こ
ろ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

必
要
と
す
る
湯

が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

の

苅

織

的

岨
曙

’

r

こ

崎

。

共

置

と
・
内

ん
す
一

き

で

？

畢
圃
体

ン

は
飽
セ

会

祉

祉

．

緬

緬

掛
闘
す
町

制
恒
世
情
日

編

目

幽朝

会

を

叫

也

よ

町

向

白

紙

圃
朝
岨
情

＠
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
窓
口

に
参
加
し
て

月
山
児
童
ク
ラ
ブ
会
長

西

村

元

子

さ

ん

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
き
ち
ん
と
空

カ
ン
人
れ
に
伶
て
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
毎
年
、
8
号
線
に
姶
て
て
あ
る

空
カ
ン
は
す
ご
い
数
で
す
e

こ
の

町
の
人
は
、
自
分
の
町
を
き
れ
い
に

し
た
く
な
い
の
で
し
ょ
う
か
．
自
分

の
町
を
山
内
す
と
い
う
こ
と
は
、
日
分

の
・
家
を
的
す
械
な
・』
と
で
す
。

uに

つ
く
と
こ
ろ
に
宅
カ
ン
ば
か
リ
．
こ

ん
な
こ
と
で
は
い
け
ま
せ
ん
ω

併
さ
ん
も
明
カ
ン
紛
い
巡
動
に
参

加
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
・

そ
う
す
れ
ば
、
今
ま
で
所
か
ま
わ
ず

伶
て
て
い
た
，
け
分
が
は
ず
か
し
く
思

え
て
く
る
の
で
は
：
：
：
。
訟
も
こ
の

空
カ
ン
拾
い
に
参
加
し
て
い
な
か

っ

...泊高俊男子バレーボールfEの皆さん

春季高校バレーボール大会で優勝

泊高校男子バレーボール部

ポ
目
フ
ン
－
ア
ィ

ア
活
動
を
し
て

い
る
人
た
ち
が

よ
り
効
米
的
に

治
動
で
き
る
よ

う
お
チ
い
い
い
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
的
制
慨
を
れ
知

ら
せ
す
る
窓
口
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
や
ろ
・
7
と

思
っ
た
と
き
、
あ
る
い
は
社
会
悩
仙

に
つ
い
て
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
っ
た

．句

朝
日
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ヘ
削
明
日
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
J

fg
ω
1
0
5
7
6

」

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

た
ら
一
附
か
ま
わ
ず
品
川
て
て
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
、
み
ん
な
で
叩
じ
カ
ン
紛

い
を
”
き
勺
と
こ
の
町
を
き
れ
い
に

し
な
く
て
は
、
と
い
う
心
が
牙
供
え

て
く
る
と
思
い
ま
す
“
そ
し
て
、
そ

う
な
る
こ
と
を
闘
い
ま
す
。

，、c

ンチで. 'i?:Uが終びl：がって立・びました。鉱
特．守ーチの刷 1-.げにIt.;まり．キャプテン．

エースと．似たちは全Iiで念制の初健勝を喜

び｛：－いました，5 /J 3 H. 作字向佼，〈レーポ
-Jt,j揺l・怖大会決勝戦の勝利の瞬間です。

似た ち；（lr＼~j佼 ~Jrバレーボール部は． 「＋レ
闘塊 ・千II」をモりトーに．このl年間n己と
の闘いの連続で・＊る Hも米る Hもハス・レ

ンープ ・サーγと． J必糸線11•/c/J M似て・作れま

した..I lでいうはど淡なものて’はありません。

このハー ドな練刊に．初めは12人いた部討が

「勝勺たぞグJ コートで．「や勺fニ．グJ

－．， 

おりがとラ
おたたかい怠

－ 、司．：‘J’ 

－
ふ
く
し
の
窓
＠

。手話サークルかたぱみ会さん

より特饗老人ホーム建設資金

として 10,000円

。僑r••1町 大平政次さんより姶

f母物線労金を交通遺児のため

にと 20,000向

。萩野浜m悠三さんより．亡
き子供さんの供養として

西部保育所へ30.000円

恵れないイ・供たちへ

70,000円

と〈名さんより

2,000円

朝日町・.銀行

(4月II日～5月10日｝

福
植
ス
ポ
ー
ツ
大
会

6
月
日
目
（
日
）
午
後
l
時

町
教
育
文
化
会
館
体
育
館
（
旧
…

泊
中
学
佼
）

福
祉
団
体
会
員
（
老
人
ク
ラ
…

鰐
細

ブ
、
母
子
福
祉
会
、
児
童
ク
い

ラ
ブ
、

身
障
者
協
会
、
ひ
ま
…

ーIa iJi時
参
加S

A
遭
崎
止
ム
草
m
H

往
来

富
山
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

カ
レ
ッ
ジ
を
開
講

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
養
成
議
席
時

を
県
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
共
催
で

聞
き
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
コ

l
ス
｛

6

月
初
日
か
ら
6
回
）
、
リ
ー
ダ
ー
コ

ー
ス
（
日
月

n
－
M
臼
｝
が
あ
リ
ま

す
。
受
議
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

へ
6
月

ω

日
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い

備
し春期福祉募金のお願い

。三校僑

わ
り
会
、
彼
覚
障
協
会
、
傷

い
一助
人
会
、

遺
族
会
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
友
の
会
、
民
生
委

－

員
協
議
会
）

、

楽
し
い
団
体
ゲ

l
ム
、
賞
口
聞

が
た
く
さ
ん
有
り
ま
す
。

，

各
福
祉
団
体
役
員
、
民
生
委

民
に
迷
給
し
て
く
だ
さ
い
。

~＼ 

6月中

町内会長さんに取りまとめを依制

日本赤十字社費 295同

県議国神社泰貸費 25円

町社会編祉協会費（前期） 150円

合計 470同

日本赤十字特別社員（篤志寄附）も募集中．

募金期間

募金方法

募金内訳

11・目a・

公
民
館
の
職
員

制
日
町
教
舟
円
委
員

会
で
は
、
次
め
方
々

を
公
民
館
山
朝
日
貝
に
任

命
し
ま
し
た
ι

...絢1.200コの空カンを附巳配愈績・5

館
長
（任
期
4
年
）

中

央

尾

崎

法

崎

水

品

正

成

山

崎

加

必

敏

夫

怖

い

川

折

谷

附

一

的

一円
以
山
町
焔
忠
般

的
二
区
ト
八
州
制
犬

山
三
区

川

村

附

限

．九

筒

山

広

川

ι抗
議

市
川
保
米
民
正
雄

大
家
住

野
村
久
間

l人． 2人と欠け． ぎりぎリ 7人になってし

まいました• o Bや光’u；を｝Jllえ．や勺と幸［
l’lぷ介ができるありさまでした。そのうえ．

，〈レーボール杭験%が少なく. J.式合経験が乏

しいため．他校との練内試｛-t-を数多くこなし

ました．その成来と して．倒々の伐待jとチー

ム11がア γ ブし．l’d・の新人戦てすま第3f立に入
野山

中崎

溢
沢
酬
は
・
4

－
長
原
久
義

主
事
（任
期
4
年
）

中

央

問

郎

斧

治

直
腸
凶
康
弘

水
品
俊
夫

加
品
晴
久

一

竹
内
俊
志

向山
k

・4
h

d
l
l
ji
 

－

M
凶
久
ト心

中
陣
将
夫

川
村
織

一

品
川
水
英
悦

づ
野
良
二

小
野
義
陣

山人・1釘 Ii.i(I i(I i(I r≪: H 
家~ 三て一 段”
崎 Ji:f法II: lit: i正lベ川崎

’f 

漸

1を

，
 

1
 

1
 

書
記
（
任
期
Z
年）

中

央

大

村

昭

f

M

悦

水

品

利

彦

山

崎

刊

行

俊

徐

一

川

折

ωけ
ん

K
情

的
一
一
K

ト
人
作
除
問
犬

山
二
ぱ
一
米
川
ト
r川
島
ゆ

的
一ニ
以
内
岡
山
氏
削

．h
．附
山
紘
一
以
拙
刷
出

ぷ

問

削

凶

作

uu・4
次

大
家
山
山
井
久
也

山

崎

’PE
，
守
－

aF

J

H
，
 小俗
11 J I I 
維｛法
事 l!IJ

食するこ とができました．

4 JI. 7レヴシュな 9人の l年牛若f,f.（を迎

え．重Lたt.，はますますq｛必りました。 HKい宵
をニすりながらの制争点例。放課後にIi. ,!Iが

かれ．｛本1；の限界に挑戦したワンマシレシー

ブ。みんな必化になって練内に励みました。

その粘米・.~~がi(1~.~i ~ rパレ一部史上初の
県大会f優勝を成しi藍げ．中百五日本高校，〈レー

ポールi選予峨大会（ 7 JI 19日～21日．松本市）

に県代炎としてIf＼｝~することになりました。

今後lム全lt<I大会H¥J絡を目標にー！輔の精進

を飛ねていきます。皆さんの応従をお種r[iいい

たします． パレ 一部主将 待LI＃ー

－
昭
和
印
年
6
月
号
＠6 

6 
3 



． 
J 

t哲ヲj
~ 

． 
婦
人
の
た
め
の

相

談

所

日
以
近
の
飽
維
な
社
会
生
活
の
中
で

は
、
家
庭
問
題
、
特
に
離
婚
・家
出
・

若
年
女
4
1
の
転
孫
な
ど
、
続
々
の
こ

と
で
悩
ん
で
い
る
婦
人
が
崎
、
え
て
い

ま
す
。

－
」
l
i
l
i－
－

－

－
q
L

弓’－
E
J

’t

婦
人
相
談
所

一話
一

お
お
一
河
川

－

一

民U
F
O

－n
u
ph

で

は

こ

う

し

一E
一白
り

υ一
表
川

－－－
－ヴ，。，旬。，ごい」つ
λ

た
悩
み
を
お
持

一

一O
（
（
一

f
f

ち
の
婦
人
が
希

一

一

寸

一

計

－

－

O

一

QJ

望
に
満
ち
た
明

一地
一
一泌
m
m
一号
一千

一i
一
回
一T

一7
U

る
い
生
活
カ
て

一

一
月
－「

一打
内

一

一
方

一番
刊

さ
る
よ
、
7
、
あ

一庄
一
地

一叩
け

ー

一
．
一
間

一宿
H

ら
ゆ
る
相
事

こ

一

一
知
一
同
会

＋

T
E
－

－

一
酉
一
新
村

応
じ
て
い
ま
す
。

一所
一
市

一市
料

一J一
山

一涼一日

相
談
は
、

一

一

一
副

一院
色

一

一
釦

一恥
崎

切
無
料
で
絡
密

ア
十
ー
ー
ー
ァ
ー

は
悶
〈
守
）
ま

一
d

一

所

一

揃

r

一地
一

定

一

議

す
。

一

一

喜

一部
車

ゅ

t
二
、
反
－
－

一森
一

相

一東川材

料

J
I

－
－

一

一

＼

一県
極

純

帰
れ
な
い
事
情

一動
一

ノ

一山
金

制

一

一

婦

一宮
U
府

側

の
あ
る
方
は
、

一

一

刻

一司
主

、句4

一
時以引伸崎一附

必
安
に
応
じ
て
短
期
間
無
料
で
一
時

骨
保
議
し
ま
す
。
婦
人
相
談
員
は
、
表

的
の
場
所
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
お
気

鈴

較
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

山内

な

お

、

朝

日
町
で
は
福
祉
セ
ン
タ

mw
l
に
お
い
て
、
月
一
回
出
張
相
談
所

側

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
日
時
は
、
広

伶
報
あ
さ
ひ
わ
ね
し
ら
せ
か
わ
ら
版
の
生

材

活
カ
レ
ン
ダ
ー
を
参
照
し
て
く
だ
さ

喧令
、
。

w
av 

ιw
 
向。
材、守ゆ｛小J日

明一村

‘．
 

A
W
 

油
貯

県の消費生活地方相談員に

梅沢さん，鹿熊さん
最近．訪問販売や商品取り

引きなど．消費者問題が多発

しています。これら諸問題に

ついて相談したいが．富山の

消資生活センターまでは行け

ないという場合．県の消費生

活地方相談.wに相談する方法
があります。

朝日町では．大屋の梅沢栄

チさん（宮83-2184）.殿町の

鹿銭せつ子さん（宮84-8353)

の2名が委嘱されました。

気事をに御.fl!:炎ください。玄

関先のOのマークが目印てす。

赤
ち
ゃ

小
児
が
ん
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

I ••』 4『’”’ M』つF ””’ ・ 1 、 ，．’‘ ””‘..’寸. ，. ..・.，.司’－ a、一ー，F ’－--I 
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・－・－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

境

地

区

水

島
光
昭

宮
崎
地
区

竹
谷
浩

一
、
水
鳥
利
晴
、

松
本
研
一
、
青
嶋
武
美
、
竹
谷
雄

泊

一
区
居
波
正
志
、
土
井
祥
造
、

大
鳥
喜
本
刀
、
大
島
恋
知
子
、
村
上

歳
、
松
本
久
栄
、
問
中
み
か
子

泊
二
区
岡
本
正
、
水
島
義
武
、

守

岡
俊
夫
、
古
市
ル
リ
子
、
市
市
明
、

大
蔵
多
恵
子
、
中
山
伸
夫
、
間
部

敏
博
、
荒
尾
弘
、
竹
内
秀
孝
、
福

島
み
ゑ
子

泊
三
区
右
井
弥
官
、
大
村
和
＃
午
、

平
田
将
俊
、

一宇
野
消
彦
、
上
原
註

杉
悶
誠
、
米
上
茂
美

お
し
つ
こ
の
横
査
で
発
見

こ
の
病
気
に
な
る
と
、
亦
ち
ゃ
ん

の
お
し
つ
こ
の
中
に
、
あ
る
種
の
ホ
ル

モ
ン
が
多
量
に
出
て
く
る
た
め
、
お

し
つ
こ
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
早

期
に
病
気
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

6
ヵ
月
に
な
つ
だ
ら
横
査
を

3
1
4
ヵ
月
児
健
診
の
時
、
検
作

用
ろ
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
健

診
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

尿
の
検
査
は
、
生
後
6
ヵ
月
に
な

っ
た
ら
、
ろ
紙
に
十
分
お
し
つ
こ
を

付
け
て
保
健
所
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

検
命
科
は
無
料
で
す
。

な
お
、
検
伐
の
こ
と
で
分
か
ら
な

い
ニ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
官
邸
1
3
3
0
9
）

五
箇
庄
地
区

浜
屋
安
志
、
必
部
叫吋

ト命

令長
井

て
殿
、
西
朋
治
明
、
雨

茂
紙
、
西
岡
殿
、
土H
江
務
、
寺
岡山然
、

松
深
正
降
、
鍛
治
智

一
、
寺
国
恭
子

商
保
地
区

一長
津
清
忠
、
松
原
俊
一

中
嶋
栄
作
、
長
崎
孟
、
道
用
ふ
さ
、

川
ム
ロ
純
次

山

崎

地

区

湯

U
ほ
円
、
青
島
進
、
永

日
笑
子
、
小
山
み
わ
チ
、
仙
名
和

彦
、
水
野
収
作
、

－長
波
立
u
代
二
、

山
市

一
夫
、
ハ
合
求
、
長
法
治
美
、

長
冷
京
市

大
家
圧
地
区
ハ
征
士
口
敏
俗
、
沢
田
久

，
十
、
山
崎
恵
子
、
坂
口
朱
笑
、
藤

田
道
ん
、
金
井
幸
久
、
広
川
昭
義

坂
口
隆
之
、
広
川
斑
樹
、
石
僑
聖

子
、
金
森
孝
徳
、
金
用
富
美
子

（
円
名
）

F
o
h
h
v
凋
U
寸

－
く
ら
し
の
情
報
室
＠

；置
II商
ぞ！エ
~ 
:zx 

か
ら

6月のけん之う

昨
年
、
町
制
叩
周
年
協
力
事
業
と
し
て
「
こ
ど
も

み
こ
し
大
会
」
を
企
画
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
各
児
叢

ク
ラ
ブ
、
町
内
会
よ
り
お
け
感
の
チ
供
み
こ
し
が
参
加

し
、
子
供
た
ち
の
元
気
よ
い
声
が
商
店
街
に
響
き
わ
た

り
ま
し
た
。
今
年
も
朝
日
町
児
童
ク
ラ
ブ
連
合
の
協

賛
に
よ
り
、「
こ
ど
も
仮
装
み
こ
し
大
会
」
を
7
月
幻

自
（
土
）
に
計
画
し
て
お
り
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
、
町

内
ご
と
の
子
供
み
こ
し
を
募
集
し
ま
す
。
商
工
会
（
官
邸
1
2
2
8

0
）
ま
で
御

一
報
を
。

本
町
商
店
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
決
る

今
年
の
4
月
に
募
集
し
ま
し
た
「本

町
商
店
会
シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
が
決
ま
り

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

特
選
木
村
智
子
さ
ん

佳
作
問
問
武
良
さ
ん

松

下

戊

さ

ん

永
U
九
大
輔
さ
ん

...五差路から伸びゆく商店会
を表わす木村さんの作品

t
A
”

い

か

S
い
は
A
v
t品川

神
経
弁
細
胞
服
は
、
小
児
が
ん
の

一
一
聞
で
、
日
本
で
は
似
年
1
0
0
人

以
上
の
チ
供
が
こ
の
病
気
に
か
か

っ

て
い
ま
す
。
主
に
お
な
か
な
ど
に
発

生
し
、
進
行
が
早
〈
、
特
有
の
病
状

が
無
い
た
め
；
気
が
付
い
た
と
き
に

は
す
で
に
手
遅
れ
。
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
発
見
が
遅
れ
る
と
、
M

｛
同
な
ど

に
転
絡
し
、
ほ
と
ん
ど
治
る
こ
と
の

な
い
恐
し
い
病
気
で
す
。

し
か
し
、
生
後
四
ヵ
月
ま
で
に
発

見
し
て
治
療
す
れ
ば
、
大
部
分
の
ぶ

ち
ゃ
ん
は
治
リ
ま
す
。

震
の
献
血

II 

朝
日
町
泊

砺
波
市
本
町

制
H
町
末
広
町

朝
日
町
泊

，， 

附
幽
瀬
川
晦
淋
哩
浮
川
河

シ
ン
ボ
ル
マ
！
ク
を
募
集

昨
年
の

8
丹
、
滑
川
市
、
魚
津
市
、
黒
部
市
、
宇
奈
月
町
、
入
善

町
、
朝
日
町
の
各
綴
林
組
合
が
合
併
し
、
新
川
市
林
林
組
合
い
か
発
足
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
後
行
事
な
ど
に
使
う
シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法

①
官
製
ハ
ガ
キ
一
校
に

一
点（

8
m
×
8
m
以
内
）
を
明

瞭
に
陥
き
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
デ
ザ
イ
ン
の
意
味
を
簡
単
に
書
い

て

く
だ
さ
い
。
②
形
は
自
由
で
す
が
、
色
は
柴
又
は
み
ど
り
色
と
し
ま
す
。

③
氏
名
、
年
齢
冊、

性
別
、住
所
、
屯
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

締

切

昭

和

ω年
6
月
初
日

送

り

先

干

湖
黒
部
市
阿
弥
陀
堂
5
2
9
1
1

貧

入
選

一
ト白…

3
万
円
、
佳
作
2
点

記

念

品

新
川
森
林
組
合

ゑ園
応
募

条

件

・

高
山
県
内
に
お
住
ま
い
の
万
で
、
県
内
で
磁
彫
し
た

も
の
。
－
な
る
べ
く
春
に
縦
彫
し
た
も
の
。
－
商
業
広
告
の
入
っ
て

い
な
い
も
の
。
－
写
真
は
カ
ラ
ー
で
キ
ャ
ビ
ネ
版
で
未
発
表
の
も
の
。

応
募
締
切
日

昭
和

ω年
6
月
凶
日
（
土
）（
当
日
消
印
有
効
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i －固干 ト司i 手 助1~3.~· －· I i で；~蜘むとはυ；二三~~－~i 
• 雲 間 通算される期間！のゆに．公的年金に加入した矧 霊
童 間以外に・＇カラ｝哲郎 11」というのがあるそうですが.: 

葉 それはどんな期間でしょうか。 ! 

! 筈 国民年金は． 農業やI'!営業・の人などが強制加入 2
= となる制度です。しかし.I主l民年金以外の公的年霊
i 金に加入している人の輿さんや恩給等の受給者とその ; 
葉 興さんなどは．任意に加l人できる制度になっています。 菱

重 この任意に加入できる人が．国民年金に加入した則重

量 問は．泊料桝れず文給されるかどうかを見る場合． I 
霊 当然通算されますが．任怠加入できる期間で加入しな 霊

童 かっ た期間についても i凶~：されることになっています。 き

護 たとえば．夫が！享中年金に｝JIJ人していることから． 塁
塁 fPTの制度にもh仏 していなか勺た期間と．向分が｜玉11込2
ま年金に｛ぱ加入したWI聞を合わせて25年 （年併によ っ 警
3て｛まwお
霊 わけです。 議減
量 しかし．この場合に年令Li，実際に年金制度に加入霊

堂 して保険料を納めた期間分しか出ないことになってい き
霊 ます。 つまり ．通算！;1111~年令が:I ＼ るかどうかを見る f必憲

主 ｛；－には通算されますが．年金制の計算をするときには． 委
譲 その則聞がはずされて．年金制に以映しないことから 塁
a rヵラ期間lJと｛州；されています。 i 
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霊 ~ー，』~＝＊ ...L四畠..， I!!』 娠

a 4τ』収相蔵相談互 ト10.7 I 
語 …船舶船舶.，.，，.…………相…船舶船舶船 室

I このような苦情や要望はすぐ相談を I 
霊 ・iま相談 （申し出）0はそのt片道 （改善） 霊

i ・71歳の老人だが 紋近米た今年度の健康保険悦の I 
喜 納入通知書を見ると．納統制カ哨ー年の4f音にもなって 業
主 いた。これは．あまりにも尚喜（iなので．納鋭組合長に 喜
豪 相談したがらちがあかない。調べてほしい。 量
調匝

霊 0 町で調査してもらったところ．年併の誤リである ; 

! ことが分か札訂正のうえ還付することになっ仏 語

; iし吹ごて附てあり無料です。怖に相談 i
刊護 〔行政相談日〕定例 ; 
60塁 塞年言。毎月第l・第3火似l:l l午前IO時～午後3時） I 
7 ! 0場所朝日町福祉センター（！！83-0506) 言
月 言 〔行政相談委員〕 霊

号 室 。加議八郎泊243（東下町）宮82-2063 いつでも自 警
Oi 毛で相談を受けています。電話でも結構です。 き
骨量減媛到医療援嫌疑獲量匝海副匝減量匝液凝国医療減量匝減量匝減量医療張緩嫌嫌嫌減量医療嫌嫌嫌嫌磁調匝媛減量民国匝減到医用
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